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研究の概要 

　Deep Neural Network（DNN）を用いて，対話的に画像の領域分割（セグメンテーション）を行うシステムの開

発を行なっています．通常，DNN では大量のデータと長時間の学習が必要になりますが，このシステムは，軽量の

DNN と最近傍識別を行うための Look Up Table（LUT）を用いており，例えば，下図の原画像 (a) に対する簡単な教示 (b)

のみで，所望のセグメン

テ ー シ ョ ン 結 果 (c) を 数

十秒で得ることができま

す．この結果が意図に合

わなければ，再度教示を

行うことにより，目標の

結果に近づけていくこと

ができます．

研究の特徴
　現在この手法は，カラーだけで

なく，右図のように白黒画像にも

適用することが可能であり，テク

スチャーの解析や，農産物や製品

などの検査にも適用可能です．

（特許出願中）

実用化が想定される分野
　農産物・製品検査，衛星・航空画像解析，医用画像解析

研究者からのメッセージ
　本研究は，欠陥や病変などを教示し，対話的に画像のセグメンテーションを行うシステムに関するものです．この

ままでも幅広くご利用いただけますが，扱う画像の特殊性などがあれば，共同研究の枠内で対応いたします．
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